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建設交通部 河川課作 成 部 署

事 業 名 地 区 名 久御山町東一口～城陽市寺田地内古川 広域基幹河川改修事業

概算事業費 事業期間 昭和46年度～平成44年度45,700百万円

流域の上中流部に位置する城陽市から宇治市にかけて、高度経済成長期から著しく事 業 概 要

市街化が進行しており、たびたび浸水被害が発生しているため河道拡幅、河道掘削
等による改修を行う （L＝13.5km）。

流域が持つ歴史や文化、景観、自然環境を保全し、地域の特色を活かした良好な河目指すべき

川環境の整備を図る。環境像

直轄河川改修事業（宇治川 、京滋バイパス事業、新名神高速道路整備事業関連する ）
公共事業

評 価 項 目 環境
施工地の環境特性と目標 環境配慮・環境創造の

主要な評価の視点 ための措置内容 評価選定要否

ー 当該河川はヨシなどが生 河川改修後はできるだけ ー地球温暖化(CO 排出量2

い茂り、サギやカモ等の 現状の自然環境を守り、地 等)
鳥類やコイやフナなどの 生態系を壊さないよう配球

○ 魚類が生息している。 慮した整備を図る。 ３環 地形・地質
改修後も動植物の生息、 住宅が近接している場所境

ー 生育の場としての良好な ではプライバシーに配慮 ー・ 物質循環 (土砂移動)
自然環境を保全する必要 しつつ、地域住民が散策自

ー がある。 できるような整備を行っ ー然 野生生物・絶滅危惧種
ていく。環

○ ３境 生態系

ー ーその他

ー 当該河川はこれまでたび 河川改修の実施により、 ーユニバーサルデザイン
たび浸水被害が発生して 浸水被害の解消が期待で

ー いることから、早急に河 きる。掘削発生土は埋め ー水環境・水循環
川改修を実施し、治水安 戻しや築堤に再利用を図

ー 全度の向上を図る。 るなど、処分する建設廃 ー大気環境
また、事業実施に伴い発 棄物の低減を図る。

ー 生する建設廃棄物の低減 住宅に近接している箇所 ー生 土壌・地盤環境
に努める。 の工事にあたっては低騒活

○ また、住宅に近接してい 音・低震動型の施工機械 ３環 騒音・振動
る箇所においては、工事 を採用する。境

○ 中の騒音・震動への配慮 ４廃棄物・リサイクル
を行う。

ー ー化学物質・粉じん等

ー ー電磁波・電波・日照

○ ４その他

○ 当該河川はもともとは木 河川改修にあたっては治 ３景観
津川を水源とするかんが 水安全度向上を図りつ地

ー い水路であったと考えら つ、流域が持つ歴史や文 ー域 里山の保全
れている。また、清掃活 化、景観、自然環境を保個

○ 動等の河川愛護のボラン 全し、良好な河川環境の ３性 地域の文化資産
ティア活動に対し、府や 整備を図る。・

ー 地元市町村が協働・支援 また、地域の行事やレク ー文 伝統的行祭事
する「山城うるおい水辺 リエーション、水遊びや化

○ パートナーシップ事業」 学習の場などとして利用 ４環 地域住民との協働
が実施されている。 できる河川空間の確保・境

ー 保全に努める。 ーその他


